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台車は押す方が楽か ？引く方が楽か ？

一
身近な物 理 現象を教材 に利 用 した分 力 の 学習

　　　　　　　　 ○ 村出 光宏、 木村和孝

MURATA 　Yoshikawa 　Mitsuhir〔）、　 KIMURA 　Kazutaka

　　　　　　　 開智小 学校 ・中学校 （総 合部 ）
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1 概要

　 小 学校 ・中学校の 課程で 学習する力学分 野 の

項 目として 、小 学校 で は 力と道具 の 関係、中学校

で は、運動とエ ネル ギー
があるttこ れ らの 内容は 、

そ の 後 に行う中学 ・高等学校過程で の 物理 分野

の 基礎的な概 念形成 D
に必 要 不 可欠なもの で あ

る。中でも、重要な学習 内容として 、力の 表現 （合

力 と分 力）が挙げられる 。

　 本発 表で は、生徒か ら出たに都上 生活の 経験

に つ い て の 質 闇 「砂 浜で 台車を押 して 時よ りも引

い たときの 方 が簡単 に運 べ た 」とい っ た 内容を基

に、力学的学習内容の 理 解 に つ い て 、日常生活

に用 い られる台 車 の 運 搬 を通 して、押す場 合と引

く場合で加える力に違 い があるこ とを確認し、そ の

結果か ら分 力の 考え方を理 解する こ とを 目的とし

た学習実践につ い て報告す る／）

2 学習活 動お よび調査対象

私 立 開智中学校 （総合部）1年生 65 名

※合 力 ・分力につ い て未習

私立 開智中学校 （総合部）2年生 7〔〕名

※合 力に つ い て既習 （分力 に つ い て未習）

3 実際に行 っ た質問

質問 二 人 は、同 じ重さになるよう荷物 を分 け、同

じ重 さの 台 申1を利用し、下 の 図 の ように 砂 浜の 上

で 台車 を同 じ方向 に動 かし飴め ました。なお 、こ

の 「 人 の 身長は ⊥70crrl、体重は 65kg、出せ る力

は 同じと仮定し、台車 の 高さを 6〔〕cm とします 。 とこ

ろで 、この 台 申を運 ぶ の に楽をして い ろの は A さ

ん で すか ？ それ とも B さん で すか ？
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以 Eの 質問 に つ い て 、なぜ そ の 選択を選んだ の

か の 理 由を加えて解答して もらっ た。

4 調査 （回答）結果と考察

台車に つ い て の 質 閙結果を表 1に示 す。結果 か

ら、多くの 生徒が 台車 は押す 場合 の 方が 楽 に 荷

物を運 ぶ ことが で きると考えてい る。この 選 択 を行

っ た生 徒の 多くが 、「進 行方向を良く見えるか ら」、
「押す方が 、引く揚合より力を与えやす い 」等を理

由とする ケ
ース が 多か っ た。ま た力 の 合力 に つ い

て 既 習 の 中学 2 年生 で は 、分力 の 学習前 の 段階

で も、台 申：に加える力の 方向によっ て砂 と台車間

に摩擦 が 発生す ると解答した生徒が多か っ たtt合

力 の 学習 が少 なか らず今回 の 調査結果に影響を

Ii一えて い る と考えられる。

表 1 質問に対する調査結果

押す方が楽 引く方が楽 どちらも同じ

7年生 39 人

（60．0％）

16 人

（24．6％）

10人

（15．4％）

8年生 31 人

（44．5％）

32 人

（45．7％）

　7 人

（10．0％）

合計 80 人

（55．2％）

48 人

（33．1％）

17 人

（11．7％）

5 今後の 予 定

今後 、分 力 の 学習 終 了後 の 生徒 へ の 調 査を行

い 、そ れ らの 結果と今同の 調査 結果を比較 し、台

車 の 運搬 の 経験か ら、台 申：へ の カが 、進行方向

へ 働く分力と、他 の 力 （摩擦力など）に分か れ るこ

とを、っ まり台車運 搬 の 経験を通 して分 力 の 概 念

形成が容易に行えるか 否 か を検討 してい く予 定。
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